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一般会計 10人賛成 ３人反対令和４年度
決　算

９月定例議会報告

令和４年度一般会計決算の採決結果（〇賛成 ×反対）
主な事業

令和４年度一般会計歳入歳出決算

　令和５年９月定例議会が７日から28日までの22日間開催された。令和４年
度決算に基づく健全化判断比率、資金不足比率、法人の経営状況についての報
告と令和４年度の一般会計・特別会計の決算をはじめ、令和５年度の一般会計
補正予算他６件補正予算、条例の一部改正２件、合計21議案を認定・可決した。
　また、議員による発議案２件は可決、１議案は否決した。

9月定例議会

で認定

歳入  80億836万円

議会費
8133万円
（1.1%）

総務費
15億4847万円
（20.1%）

民生費
23億3749万円
（30.3%）

民生費
23億3749万円
（30.3%）

衛生費
10億3832万円
（13.5%）

農林水産業費
５億2450万円
（6.8%）

商工費
１億3097万円
（1.7%）

土木費
４億1690万円
（5.4%）

土木費
４億1690万円
（5.4%）

消防費
4026万円
（0.5%）

教育費
５億9360万円
（7.7%）

教育費
５億9360万円
（7.7%）

災害復旧費
２億8068万円
（3.6%）

公債費
７億2054万円
（9.3%）

公債費
７億2054万円
（9.3%）

歳出
（目的別）

（前年対比7.4％減）
歳出  77億1305万円

（前年対比6.8%減）

　令和4年度の一般会計決算額は、歳入80億836万円、歳出77億1305万円で、この収支から翌年度へ繰
り越すべき財源3317万円を差し引いた実質収支は2億6214万円の黒字となりました。この額から前年度
の実質収支を差し引いた単年度収支は1億353万円の赤字となった。当該単年度収支に財政調整基金への積
立額を加算し、財政調整基金の取り崩し額を差し引いたものに繰上げ償還額を加算して求めた実質単年度収
支は4053万円の赤字となった。
（※繰上げ償還は光ファイバ整備事業の実績により借入過大分を償還したもの）

○里山テレワーク環境整備事業（緑水湖研修センター）　　9124万円
○公共交通対策事業　　　　　　　  　　　　　　　　　　6520万円
○仕事マッチング事業　　　　　　　　　　　　　　　　  2100万円
○生活支援地域活性化事業　　　　　　　　　　　　　  １億 721万円
○生活困窮者に対する光熱費助成事業　　　　　　　　　  1819万円
○住民税非課税世帯に対する
　　　臨時特別給付金支援事業（繰越含む）　　　　　　　　　　 3176万円
○電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業　　　　　  4562万円
○上水道事業（上水道基本料金の減免）　　　　　　　　　　　    4404万円
○新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　　　　  5931万円
○汗かく農業者支援事業　　　　　　　　　　　　　　　  3242万円

分担金及び負担金
6674万円
（0.8%） 繰越金

3億7417万円
（4.7%）
諸収入

9127万円
（1.1%）

繰入金
2508万円
（0.3%）

繰入金
2508万円
（0.3%）

自主財源その他
1億7237万円
（2.2%）

地方交付税
36億9062万円
（46.1%）

国庫支出金
12億6215万円
（15.8%）

国庫支出金
12億6215万円
（15.8%）

県支出金
6億6620万円
（8.2%）

県支出金
6億6620万円
（8.2%）

町債
2億9900万円
（3.7%）

町債
2億9900万円
（3.7%）

依存財源その他
3億4930万円
（4.4%）

町税
10億1558万円
（12.7%）

討
論

反対
●会計年度任用職員制度の抜本的是正を求める。
　常勤で求められている職を会計年度任用職員
　で充当されていることは是正されるべきであ
　る。
●公共施設の在り方について、施設管理を一元
　化とするよう見直すべきだ。
●保育園の統合に向けた取り組みついて、話し
　合い不足、住民への説明不足、議会への説明
　不足である。　　
●地域再生推進法人へ地方創生交付金を補助金
　として出し続けることが適切か、費用対効果
　があるのか疑問。

賛成
●地域振興協議会については、創設12年、地域
　の課題解決に向けて地域のことを一番に考え
　て頑張っている。
●仕事マッチングについては、子育てをしなが
　らでも対応できる仕事、場所を提供していた
　だいており価値がある。
●保育園の統合については、説明不足の点もあ
　るがしっかりと説明を受けながら私たちも最
　終的な判断をしたい。
●コロナ収束前の南部町の住民の福祉、生活を
　しっかりサポートしながら対応した全体的に
　よい決算である。

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和４年度一般会計歳入歳出の認定
議員名（議席番号順）

自主財源

歳入

依

存財源

コロナ禍・物価高騰対策で住民の生活を支援した！

公共交通対策事業 汗かく農業者支援事業 仕事マッチング事業 ワクチン接種事業 里山テレワーク環境整備事業
（緑水湖研修センター）



令和4年度 特別事業会計決算の認定採決結果（〇賛成 ×反対）

９月定例議会　条例の一部改正

全会一致で可決

全会一致
で可決

特別会計決算会計報告

なんぶ議会だより　第 77号５ なんぶ議会だより　第 77号

国民健康保険事業 後期高齢者医療事

討
論

反対 法定減免などの減額制
度がありながら滞納が

増えており国保税引き下げを求める。
年金額は下がるが負担は増えるとい
う状況。高齢者になると病気がちに
なり、医者にかかる機会も増えるの
で医療費個人負担が増える。住民生
活を無理のないものとするため負担
軽減に努めることを求めて反対。

賛成 医療費給付費が年々高く
なっている状況の中で国保

税の引き下げは困難。後期高齢者の方は医
療費負担が１割負担として、若い方よりも
軽減されている。払えないという現状も決
して分からなくはないが、後期高齢者の方
が安心して医療を受けられる体制を維持す
るためには認定すべきと賛成。

４

　歳入・歳出で375万円の黒字で
あった。これは翌年度に繰越す金
額で、歳出には基金積立金2565万
円、自然エネルギー関連に1480万
円を一般会計に繰出しており、順
調な売電収入と町事業へ貢献する
事業会計となっている。

太陽光発電事業特別会計

墓苑事業特別会計
太陽光発電事業特別会計
病院事業会計
在宅生活支援事業

会計名（決算） 歳入（万円） 歳出（万円） 差引額（万円）
146

8,209
239,436
59,384

127
7,834

235,078
44,728

19
375

4,358
1,465

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
農業集落排水事業特別会計
浄化槽整備事業特別会計
公共下水道事業特別会計
水道事業会計歳入歳出

会計名(決算)　／
議員名（議席番号順）

歳入
（万円）

歳出
（万円）

差引額
（万円）

129,905
17,394
23,028
5,947
17,726
21,935

127,358
17,153
23,026
5,947
17,718
19,672

2547
241
2
0
8

2308

特別会計決算認定の討論

西伯病院診療

農業集落排水事業 浄化槽整備事 公共下水道事

討
論

反対 公共料金の意味合いが
あり、物価高騰の時期

にあっては値下げをするべき。また
減免制度を設けるべき。事業を広域
化した場合も一般会計からの繰り入
れを継続するとのことだが、公営企
業会計にした場合に現状維持できる
のか心配という3点で反対。

賛成 一般会計から多額の繰り入
れをしてやっと収支を合わ

せている。更にこれを値下げすることは
経営悪化につながる。減免制度にしても
会計維持としては困難。公営企業会計化
については既に準備が進み全国的な話で
あり進めざるを得ない。

下水道処理施設

水道事業

討
論

反対 新型コロナの影響で基
本料金の減免が続いた

が、年間を通して続けるべきである
ことを指摘して反対。

賛成 新型コロナの交付税が入っ
たため、減免をすることが

できたが年間を通して減免することは難
しい。将来に向かって健全経営をするた
めに軌道に乗ってきたところであり、負
担軽減するより当面は現状維持すべき。

老朽管布設替工事

真
壁

亀
尾

細
田

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

米
澤

滝
山

荊
尾

加
藤

﨏
田

××

○○○○○○○○○

×

○ ××

○○○○○○○○○

×

○ ××

○○○○○○○○○

×

○ ××

○○○○○○○○○

×

○ ××

○○○○○○○○○

×

○ ××

○○○○○○○○○

×

○

○職員の特殊勤務手当に関する条例 コロナ感染症防疫作業の手当支給の廃止

○町営バス管理及び運行に関する条例 南部エリアのタクシー型運行に伴う改正

令和５年度年度
補正予算

歳入歳出それぞれに6千669万円を追加し、
歳入歳出をそれぞれ79億4,810万円とする。

●公共交通対策事業

●生活困窮世帯に対する光熱費助成事業

●参加型農業事業（新規事業）

……………………………………………………1086万円

……………………………1595万円

……………………………………………410万円

8305万円

3133万円

410万円

補正額 合計（万円）

南部エリアＡＩデマンド運行システムの導入。

住民税非課税世帯に県補助金17,000円を含め34,000円の光熱助成金を支給する。

フルーツロード構想のプロモーション戦略作成。

特別会計補正予算
農業集落排水事業・浄化槽整備事業・公共下水道事業・病院事業会計・太陽光発電事業、それぞれ
補正予算が上程されました。西迫病院では病院医療再編に伴い、介護医療院病床へ変革する。

全会一致で可決

全会一致で可決

請願・陳情結果
一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府に求める陳情

消費税インボイス制度の実施中止を求める陳情

全会一致で採択
賛成少数で不採択

※陳情・請願とは町民皆さまが、困っていることや意見要望を町政に反映させる方法の一つです。

発議 一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府に求める意見書

町立保育園の統合・民間移管等調査特別委員会の設置について

アルプス処理水の海洋への放出中止を求める意見書

全会一致で採択

賛成少数で不採択

賛成少数で不採択
※議案は通常町長から提案されますが、陳情・請願が採択された場合、議員発議として意見書を提出
します。また、３人以上の賛成者で独自の発議案も提出できます。

一般会計補正予算の主な内容
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保
育
行
政

Ｑ 

さ
く
ら
保
育
園
と
つ
く
し
保
育
園
の
統
合
は

Ａ 

統
合
・
民
営
化
す
る
方
針
だ

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

統
合
す
る
保
育
園
の
新
園
舎

の
建
設
場
所
は
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
問
う
。

令
和
２
年
12
月
に
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
で
、
位
置
は
交

通
の
便
が
よ
く
、
防
災
上
の
安
心
安

全
、
里
地
里
山
の
活
用
と
い
う
方
向

性
が
決
ま
り
、
令
和
５
年
１
月
、
保

育
園
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
策
定
さ

れ
た
基
本
構
想
の
中
の
候
補
地
の
評

価
基
準
に
よ
り
絞
り
込
ん
だ
。

　
３
か
所
の
候
補
地
を
点
数
評
価
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
、

専
門
家
や
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
町

長
が
４
月
上
旬
に
最
終
結
論
を
固
め

た
。

今
後
の
保
育
園
の
運
営
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
に

な
っ
た
事
項
は
何
か
問
う
。

一
つ
目
は
、
開
園
時
期
が

令
和
６
年
度
を
目
指
す
と
し

て
い
た
が
、
現
状
で
は
令
和
８
年
度

以
降
に
な
る
見
込
み
だ
。

　
二
つ
目
は
、
建
物
建
設
主
体
の
変

更
だ
。
当
初
は
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
園
舎
の
建
設
、
運
営
と
し
て
い
た

が
、
園
舎
建
設
は
町
が
行
い
、
民
間

と
公
私
連
携
協
定
を
締
結
し
て
そ
の

建
物
を
民
間
へ
無
償
貸
与
を
行
い
、

私
立
保
育
園
と
し
て
開
設
す
る
方
式

に
変
更
を
す
る
。
こ
れ
は
、
町
が
建

設
し
、
そ
れ
を
民
間
が
借
り
受
け
て

保
育
園
を
運
営
す
る
場
合
、
設
置
者

が
民
間
で
あ
れ
ば
、
運
営
の
補
助
対

象
と
な
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め

だ
。

町
長
の
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
住
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
の
か
、
ま
た
伯
耆
の
国
と
の
協

議
は
整
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

こ
の
度
の
保
育
園
統
合
に
つ

い
て
は
、
２
園
が
１
園
に
減

少
す
る
こ
と
、
定
員
が
減
少
す
る
こ

と
、
旧
町
を
ま
た
が
る
こ
と
、
建
設

場
所
を
新
た
に
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
検
討
事
項
が

あ
り
、
結
果
的
に
時
間
も
か
か
っ
た
。

大
き
な
方
針
で
あ
る
統
合
・
民
営
化

す
る
と
い
う
方
針
は
本
議
会
で
示
し
、

早
め
に
広
報
に
掲
載
す
る
な
ど
、
町

民
の
皆
様
に
知
ら
せ
る
。

荊
尾

荊
尾

町
長

町
長

町
長

今
年
度
に
地
域
通
貨
制
度
の

予
算
化
が
し
て
あ
る
が
、
い

つ
か
ら
事
業
開
始
と
な
る
か
問
う
。

地
域
活
性
化
ポ
イ
ン
ト
導
入

事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
11
月
１
日
か
ら
事
業
を
開
始
で
き

る
よ
う
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
内
容
や
住
民
に

と
っ
て
、
ま
た
商
店
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

事
業
内
容
は
、
南
部
町
内

限
定
で
使
用
す
る
電
子
マ

ネ
ー
の
導
入
を
行
い
、
町
民
の
皆
様

に
地
域
通
貨
の
入
っ
た
カ
ー
ド
を
配

布
す
る
。

　
地
域
通
貨
と
は
、
紙
幣
と
し
て
で

は
な
く
、
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
発
行

し
、
限
定
さ
れ
た
地
域
内
で
流
通
す

る
独
自
の
通
貨
の
こ
と
を
い
う
。
住

民
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
買
い
物
で
使
用

す
る
現
金
を
カ
ー
ド
に
チ
ャ
ー
ジ
す

る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
仕
組

み
だ
。
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
買
い

物
で
使
え
る
。
商
店
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

町
外
の
店
舗
を
利
用
し
て
い
た
方
々

が
、
ポ
イ
ン
ト
で
お
得
に
買
い
物
が

で
き
、
住
民
が
町
内
の
店
舗
を
利
用

し
、
町
内
消
費
が
拡
大
す
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。

商
工
振
興
対
策

Ｑ 

地
域
通
貨
制
度
の
開
始
は

Ａ 

11
月
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

町
長

荊
尾

町
長

荊
尾

荊
尾

一般質問
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議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

保育行政

商工振興対策

地域防災と環境整備

町有施設の耐震性

町長の地方政治に対する認識

保育園の統合・民間移管問題

町道の維持管理

農業者支援制度

保育園

地産地消と食育

物価高騰対策

健康保険証とマイナンバーカード

ふれあいバス

保育園統合

新型コロナウイルス感染症

西部地域の風力発電事業

防災減災施設

脱炭素施設

保育園問題

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

　現
在
、
鳥
取
県
内
の
各
市
町
村
で
は
、
主
に

議
員
の
な
り
手
不
足
を
背
景
と
し
た
議
員
報
酬

引
き
上
げ
の
問
題
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
始
め
、

西
部
地
区
で
も
報
酬
審
議
会
へ
の
諮
問
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
報
酬
引
き
上
げ
は
住
民
の
皆
様
の
ご
理

解
が
必
須
で
、
な
か
な
か
実
現
が
難
し
い
問
題

で
あ
る
一
方
、
現
状
を
鑑
み
れ
ば
避
け
て
は
通

れ
な
い
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　南
部
町
議
会
で
は
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会

の
中
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
ま
ず

は
議
会
や
議
員
の
位
置
づ
け
や
役
割
の
明
確
化
、

そ
し
て
そ
れ
を
明
文
化
し
た
議
会
基
本
条
例
の

改
正
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。　こ

れ
は
、
単
に
議
会
の
内
部
問
題
で
は
な
く
、

南
部
町
の
議
会
制
民
主
主
義
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
町
民
全
体
の
問
題
で
す
。
来
年
は
改
選

を
迎
え
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
で
き
る
だ
け
多

く
の
機
会
を
設
け
町
民
皆
様
の
ご
意
見
を
聴
取

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長
　
景
山
　
浩

荊尾　芳之

長束　博信

真壁　容子

加藤　　学

亀尾　共三

板井　　隆

仲田　司朗

細田　元教



地
域
防
災
計
画
は
見
直
し
さ

れ
た
が
何
を
見
直
し
た
の
か
。

町
の
地
域
防
災
計
画
を
進
め
て
い
く
上

で
特
に
重
要
で
大
切
な
こ
と
は
何
か
。

今
回
は
、
①
鳥
取
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
想
定
追
加
②
受
援
、

応
援
計
画
の
具
体
化
③
防
災
た
め
池
の

追
加
④
新
た
な
指
定
避
難
所
の
追
加
⑤

添
付
資
料
の
追
加
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
大
規
模
災

害
、
激
甚
災
害
な
ど
の
教
訓
を
反
映

し
、
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
の
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
必
要

に
応
じ
見
直
し
、
改
訂
な
ど
が
重
要

と
考
え
る
。

地
域
・
集
落
で
災
害
や
避
難

に
備
え
る
訓
練
が
必
要
と
考

え
る
が
、
そ
の
訓
練
計
画
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

町
が
進
め
る
防
災
訓
練
は
年

２
回
。
自
主
防
災
活
動
と
し

て
、
地
域
振
興
協
議
会
や
集
落
単
位

で
行
っ
て
頂
い
て
い
る
。
防
災
訓
練

計
画
が
で
き
な
い
場
合
は
、
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
に
併
せ
て
防
災
訓
練
を
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

訓
練
で
使
用
す
る
避
難
場
所

の
環
境
で
一
例
だ
が
円
山
の

道
路
網
の
行
き
止
ま
り
を
改
善
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

行
き
止
ま
り
の
道
路
が
防
災

上
の
観
点
か
ら
課
題
と
な
り

そ
う
だ
が
、
避
難
行
動
な
ど
工
夫
す

れ
ば
問
題
な
い
と
思
わ
れ
、
周
回
道

路
な
ど
す
ぐ
に
改
善
す
る
考
え
は
な

い
。
し
か
し
、
一
時
避
難
所
へ
の
行

き
止
ま
り
に
通
路
設
置
は
防
災
上
有

益
で
あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

避
難
所
で
は
様
々
な
も
の
が

必
要
に
な
る
が
環
境
整
備
は

準
備
さ
れ
て
い
る
か
。

指
定
避
難
所
で
は
、
短
期
的

と
長
期
的
開
設
の
場
合
が
あ

り
、
準
備
か
ら
開
設
ま
で
を
行
政
職

員
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
地
域
住
民

の
協
力
を
得
て
開
設
、
運
営
す
る
事

が
最
良
の
対
策
と
考
え
る
。
当
面
、

県
の
連
携
備
蓄
な
ど
を
使
用
し
３
日

間
運
営
で
き
る
準
備
を
し
て
い
る
。

一般質問

なんぶ議会だより　第 77号９ なんぶ議会だより　第 77号 ８

保
育
園
の
統
合
・
民
間
移
管
問
題

Ｑ 

現
場
や
保
護
者
の
声
を
ど
う
聴
い
て
き
た
の
か

Ａ 

子
ど
も
子
育
て
会
議
な
ど
で
論
議
し
公
開
し
て
き
た

南
部
町
の
保
育
園
統
合
・
民

間
移
管
は
、
少
子
化
と
町
の

財
源
問
題
か
ら
き
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
少
子
化
を
迎
え
る
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
保
育
園
の
統
合
・

民
間
移
管
が
唯
一
の
選
択
と
言
え
る

の
か
。
財
政
面
か
ら
有
利
と
い
う
民

間
移
管
だ
が
、
人
件
費
の
削
減
に

な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
保
育
士
の
低

賃
金
の
最
大
の
理
由
は
国
の
基
準
の

低
さ
に
あ
り
、
多
く
は
地
方
自
治
体

の
超
過
負
担
で
そ
れ
を
補
っ
て
い
る
。

民
間
保
育
士
の
低
賃
金
が
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
待
遇
改
善
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
今
、
自
治
体
の
仕
事
は
そ
れ

を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
る

こ
と
だ
。

園
の
統
合
、
定
数
削
減
、
こ

ど
も
園
化
、
民
間
移
管
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
現
場
や
保
護
者
町
民
の

声
を
ど
の
よ
う
に
聞
い
て
き
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
中
で
議
論
を
い
た
だ

き
、
中
に
は
園
の
保
護
者
や
住
民
も

お
ら
れ
た
。
会
議
は
公
開
で
資
料
や

会
議
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。
住
民
参
加
に
よ
る
直
接
の

会
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、
メ
ー
ル

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
匿
名
に
よ
る

意
見
が
利
用
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
が
、

保
育
園
問
題
に
関
し
て
は
特
に
意
見
を

頂
戴
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

町
長
は
子
ど
も
子
育
て
会
議

や
行
財
政
委
員
会
、
あ
り
方

検
討
委
員
会
等
で
意
見
を
聞
い
た
と

い
う
が
、
「
大
学
の
先
生
の
声
を
聴

く
の
も
い
い
け
ど
、
保
護
者
の
意
見

を
直
接
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も

あ
っ
た
。
ど
う
し
て
住
民
の
声
を
じ

か
に
聞
こ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
な
か
ス
マ
ホ

一
つ
で
意
見
が
町
政
に
対
し

て
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
直

接
向
き
合
う
機
会
を
作
ら
な
か
っ
た
、

少
な
か
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
つ
く
し
・
さ
く
ら
の
保
護
者
と

一
緒
に
議
論
し
た
と
き
は
、
「
よ
く

わ
か
っ
た
、
い
い
会
だ
っ
た
」
と
の

声
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
会
主
催
の
会
で
は
、
保
護

者
か
ら
「
保
育
所
は
保
育
士

が
一
番
だ
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
を

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ

た
。
「
い
く
ら
い
い
建
物
を
建
て
て

も
保
育
士
が
ど
の
よ
う
な
保
育
が
で

き
る
か
だ
。
保
育
士
は
激
務
な
の
に

給
料
が
安
い
」
こ
の
よ
う
な
声
に
こ

そ
町
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

若
者
の
意
見
を
聞
く
と
い
う

の
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
と

思
う
。
今
回
円
卓
会
議
で
高
校
生
も

含
め
た
若
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
た
か
っ
た
。
い
ろ
ん
な

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
中
で
考
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
事
項
だ
と
思
う
。

そ
こ
が
ず
れ
て
い
る
。
今
、

保
育
園
を
ど
う
し
よ
う
か
と

言
う
と
き
に
（
高
校
生
に
）
聞
く
時

間
は
あ
り
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
百

歳
体
操
に
は
出
か
け
る
の
に
、
ど
う

し
て
今
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

保
育
園
の
こ
と
で
保
護
者
に
聞
き
に

い
か
な
い
の
か
。

場
所
の
問
題
が
問
わ
れ
て
い

る
が
、
人
気
投
票
で
あ
っ
た

り
皆
さ
ん
に
常
に
諮
っ
て
す
る
こ
と

は
不
適
格
だ
と
思
っ
た
。
専
門
的
な

意
見
を
聞
い
て
、
最
終
的
に
町
長
が

判
断
し
、
提
案
す
る
、
こ
の
方
法
に

い
さ
さ
か
も
問
題
は
な
い
と
思
う
。

町
長

町
長

町
長

真
壁

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

背
景

長
束

長
束

町
長

町
長 地

域
防
災
と
環
境
整
備

Ｑ 

防
災
計
画
で
特
に
重
要
な
も
の
は
何
か

Ａ 
大
規
模
災
害
、
激
甚
災
害
の
教
訓
を
反
映
し
見
直
す

長束博信 議員
ながつか ひろのぶ

町
有
施
設
の
耐
震
性
に
つ
い

て
診
断
し
た
結
果
は
あ
る
の

か
。
今
後
の
耐
震
化
計
画
は
ど
う
す

る
の
か
。町

長
　
平
成
29
年
に
実
施
し

た
耐
震
調
査
で
は
、
特
定
建

築
物
で
は
、
耐
震
化
率
96
％
で
あ
る
。

一
方
、
集
会
所
、
住
宅
等
そ
れ
以
外

で
は
耐
震
化
診
断
、
耐
震
改
修
が
進

ん
で
い
な
い
。
当
該
計
画
の
見
直
し

と
施
設
整
備
の
今
後
の
在
り
方
を
踏
ま

え
、
改
め
て
施
設
の
現
状
を
再
点
検
し

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
行
く
。

施
設
を
将
来
、
存
続
・
廃
止

す
る
判
断
基
準
は
あ
る
の
か
。

あ
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
基
準
か
説

明
を
求
め
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
、

令
和
４
年
３
月
に
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
。
令
和
２
年
11
月
に
個
別
施
設

計
画
を
策
定
し
、
施
設
ご
と
に
今
後

の
方
向
性
と
し
て
、
改
修
継
続
、
集

約
化
、
複
合
化
、
譲
渡
、
転
用
及
び

廃
止
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
計
画
を

将
来
、
存
続
、
廃
止
す
る
判
断
基
準

と
定
め
て
い
る
。

町
有
施
設
の
耐
震
性

Ｑ 

今
後
の
耐
震
化
計
画
と
施
設
の
存
続
・
廃
止
は

Ａ 

計
画
見
直
し
と
個
別
施
設
計
画
に
定
め
て
い
る

長
束

長
束

長
束

長
束

町
長

町
長

町
長

町
長



南
部
町
で
農
業
耕
作
地
を
将

来
的
に
維
持
す
る
た
め
の
施

策
は
何
か
。

集
落
営
農
や
法
人
化
に
よ
る

規
模
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
。

そ
れ
と
、
中
山
間
地
等
直
接
支
払
交

付
金
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
集
落
と
団
体
で

農
地
保
全
活
動
の
活
性
化
と
、
農
業

の
担
い
手
に
農
地
を
集
積
し
て
行
く

こ
と
。

南
部
町
で
兼
業
農
家
や
小
規

模
農
家
を
支
援
す
る
制
度
は

何
が
あ
る
か
。

提
出
資
料
を
配
布
し
て
い
る
。

（
下
の
段
に
掲
載
）

兼
業
農
家
、
小
規
模
農
家
に

対
す
る
補
助
を
手
厚
く
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

個
別
農
家
に
対
す
る
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

汗
か
く
農
業
者
支
援
事
業
は

購
入
し
た
機
械
を
半
額
補
助

す
る
制
度
で
大
変
に
良
か
っ
た
。
し

か
し
、
機
械
を
購
入
す
れ
ば
２
年
目

以
降
の
農
作
業
は
楽
に
な
る
が
、
米

価
は
下
が
っ
た
ま
ま
だ
。
農
家
が
お

米
を
生
産
す
る
の
に
苦
し
い
の
は
変

わ
り
が
な
い
。
や
は
り
、
補
助
が
必

要
で
あ
る
。
（
左
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

例
に
掲
載
）

議
員
が
言
う
こ
と
は
良
く
分

か
る
。
集
落
を
維
持
し
、
里

山
や
農
地
を
維
持
管
理
し
て
行
く
地

域
政
策
と
米
価
の
問
題
で
あ
り
、
農

業
が
な
り
わ
い
と
し
て
成
り
立
つ
か

ど
う
か
の
産
業
政
策
の
両
方
を
に
ら

み
な
が
ら
、
や
っ
て
行
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

大
規
模
に
農
地
を
維
持
管
理

し
て
い
る
所
が
１
つ
駄
目
に

な
る
と
大
規
模
な
農
地
が
放
棄
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
小
規
模
農
家
が

（
大
人
数
で
）
農
地
を
維
持
管
理
し

て
い
れ
ば
、
一
つ
の
農
家
が
農
業
を

辞
め
て
も
、
耕
作
放
棄
地
は
広
が
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
小
規
模
農
家

へ
の
補
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

小
さ
な
農
業
、
家
庭
的
な
農

業
を
地
域
の
人
が
地
域
を
守

る
た
め
地
域
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
政
策
の
補
助

と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
中
山
間
地
等
直
接
支
払
交
付
金
や

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
補
填
的

な
も
の
と
し
て
考
え
る
方
向
性
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
農
政
と
し
て
や
る
か
ど
う
か
は
ま

だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
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物
価
高
騰
対
策

Ｑ 

公
共
料
金
の
引
き
下
げ
で
家
計
支
援
を

Ａ 

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｑ 

現
行
保
険
証
の
利
用
を
政
府
に
求
め
る
べ
き

Ａ 

国
に
要
請
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
猛
暑
で
、
体
調
管
理
の

た
め
エ
ア
コ
ン
の
利
用
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
電
気
料
金
を
考
え

る
と
恐
ろ
し
く
て
、
で
き
る
限
り
我

慢
を
し
て
い
た
と
の
声
を
よ
く
聞
い
た
。

電
気
料
金
に
限
ら
ず
、
物
価
高
騰
の
影

響
で
暮
ら
し
は
大
変
だ
。

　
町
民
の
支
援
、
家
計
支
援
と
し
て
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
割
引
券
等
を
発
行

す
る
考
え
は
な
い
か
。

地
域
活
性
化
ポ
イ
ン
ト
導
入

事
業
で
、
町
民
に
４
５
０
０

円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
入
っ
た
カ
ー
ド

を
配
布
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
11

月
か
ら
は
町
内
の
加
盟
店
で
の
買
い

物
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

町
独
自
の
事
業
の
利
用
料
の

軽
減
、
公
共
料
金
の
引
き
下

げ
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

支
援
に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
を
対
象

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

長
引
く
ガ
ソ
リ
ン
等
や
電
気

代
、
物
価
の
高
騰
に
つ
い
て

は
、
町
長
と
し
て
も
町
民
の
生
活
の

不
自
由
さ
を
い
ろ
ん
な
方
面
か
ら
も

聞
い
て
お
り
、
苦
慮
し
て
い
る
。
燃

料
費
に
つ
い
て
は
国
の
支
援
の
継
続

も
あ
り
、
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

　
今
回
の
９
月
補
正
で
、
県
と
協
調
し
、

生
活
困
窮
世
帯
（
非
課
税
世
帯
）
に
物

価
高
騰
・
燃
料
費
高
騰
等
の
支
援
策
を

お
願
い
し
て
い
る
。
全
町
民
へ
の
時
限

的
な
対
策
と
し
て
は
、
６
月
補
正
で
水

道
料
金
の
基
本
料
金
を
本
年
度
い
っ

ぱ
い
減
免
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
町
民
へ
４
５
０
０
円
分

の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
た
カ
ー
ド
の

配
布
も
行
う
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

利
用
料
金
や
公
共
料
金
を
引
き
下
げ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

亀
尾

亀
尾

町
長

町
長

政
府
は
、
来
年
の
秋
か
ら
、

現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本

化
し
た
マ
イ
ナ
保
険
証
を
国
民
に
押

し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
を
所
有
し
な
い
人
に
は
、
資

格
確
認
書
を
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
本
来
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
は
本
人
の
希
望
で
申
請
す
る
こ

と
が
基
本
で
は
な
い
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

住
民
の
申
請
に
よ
り
交
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
カ
ー

ド
の
取
得
は
義
務
で
は
な
い
。

政
府
に
対
し
、
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
統
合
を
無
期
限
に
延

長
し
、
現
行
の
保
険
証
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化

や
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲
の
拡
大
な
ど

の
法
改
正
が
成
立
し
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
庁
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

促
進
が
国
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
南
部
町
で
は
資
格
確
認
書
に
よ
り

町
の
負
担
が
増
え
る
と
は
考
え
て
お

ら
ず
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
統
合
を

無
期
限
延
期
し
現
行
の
保
険
証
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
国
に
要
請
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

亀
尾

亀
尾

教
育
長

町
長

町
長

農
業
者
支
援
制
度

Ｑ 

小
規
模
農
家
へ
対
す
る
補
助
が
必
要

Ａ 

ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る

加
藤

加
藤

加
藤

加
藤

町
長

加
藤

町
長

町
長

町
長

町
長

加藤　学 議員
かとう まなぶ

等級

1等

2等

3等

6,700

6,400

5,900

5,300

5,000

4,700

種類

5,500

5,250

4,950

6,400

6,100

5,700

コシヒカリ

令和 5年度令和４年度令和３年度令和２年度

ＪＡ西部米支払概算金　抜粋（単位：円 /３０ｋｇ、税込み）

中山間地域等直接支払交付
金事業
（南部町中山間地域等直接
支払交付金）

多面的機能支払交付金
（南部町多面的機能支払交
付金）

①対象地域における農業生産活
　動等を継続するための活動
②対象地域における農業生産活
　動等の体制整備のための活動

①農地維持支払
②資源向上支払

目的事業名（補助金名称等）

アンダーラインは加藤による。
配布資料より一部抜粋
注

太ケイ部分は加藤による。
令和２年度の金額まで回復していない。
注
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ふ
れ
あ
い
バ
ス

Ｑ 

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
対
策
を

Ａ 
利
用
者
の
利
便
性
を
一
番
に
考
え
る

板井　隆 議員
いたい たかし

タ
ク
シ
ー
型
乗
合
い
バ
ス

が
北
部
エ
リ
ア
に
次
い
で
、

10
月
か
ら
南
部
エ
リ
ア
で
も
試
験

運
行
さ
れ
る
。
用
者
に
と
っ
て
利

便
性
は
高
ま
る
の
か
不
安
も
あ
る
。

一
年
が
経
過
し
た
北
部
エ
リ

ア
で
の
利
用
者
の
声
、
町
と

し
て
の
見
解
と
対
応
を
問
う
。

現
状
で
土
・
日
曜
は
運
休
し

て
お
り
、
運
行
を
期
待
す
る

声
が
あ
る
。
ま
た
、
車
両
の
小
型
化

や
用
事
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
て
ほ
し

い
な
ど
、
タ
ク
シ
ー
に
近
い
形
を
望

む
声
が
あ
り
、
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　
手
始
め
に
、
10
月
か
ら
タ
ク
シ
ー

タ
イ
ム
で
土
曜
日
の
対
応
を
始
め
る
。

南
部
エ
リ
ア
で
は
試
験
運
行

に
先
立
ち
、
住
民
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。
住
民
の
反
応
、
意
見

と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

一
時
間
前
の
予
約
を
短
く
で

き
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　
北
部
は
30
分
前
な
の
で
試
験
運
行

状
況
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
朝
の
ス
ク
ー
ル
便
の
影
響
を
懸
念

す
る
声
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

状
況
か
ら
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

　
農
協
西
伯
支
所
ま
で
の
乗
入
れ
の

希
望
が
あ
っ
た
。
内
部
協
議
が
順
調

に
進
め
ば
10
月
か
ら
乗
降
ポ
イ
ン
ト

に
追
加
で
き
る
。
利
用
者
の
利
便
性

を
一
番
に
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

町
長

厚
生
労
働
省
が
保
育
所
保
育

指
針
で
定
め
る
保
育
の
環
境

は
人
的
環
境
、
物
的
環
境
、
自
然
環

境
、
社
会
的
環
境
で
、
保
育
園
の
建

設
計
画
の
と
き
か
ら
検
討
し
、
子
ど

も
達
の
発
達
過
程
で
ど
れ
も
は
ず
せ

な
い
と
し
て
い
る
。

町
長
は
現
状
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の

状
況
を
問
う
。

つ
く
し
・
さ
く
ら
保
育
園
の

統
合
、
民
営
化
に
係
る
説
明

会
を
両
園
の
職
員
、
保
護
者
、
一
般

町
民
、
予
定
地
の
地
元
集
落
の
そ
れ

ぞ
れ
に
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
伯
耆
の
国

と
公
私
連
携
協
定
を
結
び
、
安
心
安

定
し
た
保
育
運
営
を
進
め
る
。

　
場
所
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
、
自

然
環
境
、
交
通
ア
ク
セ
ス
と
広
さ
、

騒
音
等
を
重
視
し
て
決
定
し
た
こ
と

を
説
明
し
た
。

園
児
の
送
迎
や
保
護
者
の
通

勤
に
も
適
し
た
場
所
は
バ
イ

パ
ス
沿
い
の
三
崎
地
区
だ
と
思
っ
て

い
る
が
、
町
長
の
考
え
を
問
う
。

中
間
点
と
し
て
住
民
全
体
の

納
得
性
か
ら
言
え
ば
、
私
も

三
崎
地
区
だ
と
思
っ
て
い
る
。

統
合
、
民
営
化
は
賛
成
だ
。

た
だ
、
議
決
を
行
使
す
る
議

員
と
し
て
町
長
が
推
薦
す
る
天
万
予

定
地
は
白
紙
に
戻
す
べ
き
と
思
う
。

場
所
の
論
争
よ
り
、
純
真
に

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
、
そ
の
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
お

互
い
に
し
て
い
く
、
そ
れ
が
二
元
代

表
制
の
議
会
と
町
長
の
役
目
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

保
育
園
統
合

Ｑ 

保
育
園
の
環
境
構
成
に
つ
い
て

Ａ 

保
育
環
境
は
大
変
恵
ま
れ
た
立
地
を
選
ん
だ

背
景

板
井

板
井

板
井

板
井

背
景

町
長

町
長

板
井

町
長

町
長

仲田司朗 議員
なかだ しろう

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

Ｑ 

秋
開
始
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ａ 

接
種
券
で
個
別
の
接
種
勧
奨
を
し
て
い
る

厚
生
労
働
省
は
外
出
自
粛
の

要
請
や
入
院
勧
告
な
ど
の
厳

し
い
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
２

類
相
当
か
ら
５
月
８
日
よ
り
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
移

行
し
、
感
染
対
策
は
個
人
や
事
業
者

に
任
せ
ら
れ
た
。

南
部
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
８
月
31
日
時
点

１
回
目
の
接
種
率
86
．
６
％

２
回
目
の
接
種
率
86
．
２
％

３
回
目
の
接
種
率
76
．
３
％

４
回
目
の
接
種
率
57
．
６
％

５
回
目
の
接
種
率
37
．
１
％

６
回
目
の
接
種
率
24
．
６
％

　
年
齢
別
で
は
、
若
年
層
で
の
接
種

率
が
低
く
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

秋
開
始
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
未
接
種
者
へ
の
接
種

勧
奨
は
個
別
に
す
る
の
か
。

７
回
目
の
接
種
券
を
発
送
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
３
年
間

の
感
染
者
の
状
況
並
び
に
変
異
株
の

変
遷
を
知
ら
せ
て
接
種
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
こ
れ
を
個
別
の
接
種
勧
奨

と
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療

薬
は
９
月
30
日
ま
で
は
公
費

負
担
で
あ
る
が
、
10
月
か
ら
自
己
負

担
と
な
る
た
め
、
陽
性
者
の
治
療
費

が
負
担
増
に
な
る
の
で
町
独
自
の
軽

減
措
置
は
な
い
の
か
。

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
た

だ
き
適
切
に
医
療
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
町
と
し
て
は
、
単

独
で
負
担
軽
減
を
行
う
と
い
う
考
え

は
な
い
。

町
長

数
年
前
、
風
力
発
電
事
業
に

つ
い
て
、
関
係
集
落
の
説
明

会
で
対
象
事
業
実
施
区
域
に
南
部
町

が
入
っ
て
お
り
、
８
基
を
設
置
す
る

計
画
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
地
権
者

の
同
意
を
得
て
事
業
実
施
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

現
時
点
で
の
風
力
発
電
事
業

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

本
町
を
含
む
鳥
取
県
西
部
に

お
い
て
民
間
事
業
者
に
よ
る

風
力
発
電
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
伯
耆
町
溝
口
地
域
を

中
心
と
し
た
計
画
で
あ
り
総
出
力
14

万
４
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
基
数
に

し
て
最
大
34
基
程
度
の
風
力
発
電
機

の
導
入
を
目
指
す
も
の
で
、
本
町
に

は
８
基
程
度
が
設
置
さ
れ
る
見
込
み

と
聞
い
て
い
る
。

　
他
町
村
の
動
向
に
つ
い
て
、
伯
耆

町
・
日
野
町
・
江
府
町
か
ら
は
南
部

町
と
同
様
大
き
な
動
き
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
。

こ
の
風
力
発
電
事
業
に
計
画

地
の
地
形
、
地
質
等
か
ら
難

色
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
今

も
変
わ
り
は
な
い
か
。

南
部
町
で
は
、
平
成
29
年
９

月
の
配
慮
書
と
平
成
30
年
３

月
の
方
法
書
に
対
し
て
、
南
部
町
全

域
が
里
地
里
山
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
豊
か
な
自
然
環
境

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
起
こ
り
え

る
自
然
の
景
観
を
損
な
う
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
本
町
へ
の
施
設

設
置
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
意
見
を

し
て
い
る
。

西
部
地
域
の
風
力
発
電
事
業

Ｑ 

町
内
へ
の
施
設
設
置
に
つ
い
て

Ａ 

反
対
の
意
見
を
し
て
い
る町

長

仲
田

仲
田

仲
田

背
景

町
長

町
長

仲
田

町
長

仲
田

背
景



カキ

挑戦者たち VOL.06

声が掛かれば陶芸教室を開催します。
展示会も声がかかれば行います。先日は

伯耆町二部のお祭りで、展示即売会を行いま
した。

どんな活動をされてますか？Q

A島根大学で陶芸部に出会って入部。それまで
はテニスをしていてどちらかと言うと運動部

系。でもモノを作るのは好きでした。
授業が忙しかったので、一日で形に出来る小さい置
物を作ることが多かったです。

陶芸に出会ったのは？Q

種　晃平 さん
こうへいたね

あまびえ

オオサンショウウオ ふくろう

きのこ

A

南部町在住の陶芸家

趣味の域を超えて陶芸活動をされています。
「ちょこんと置いて、癒しを提供できたら」が
コンセプトの作品が目立ちます。

いや

作品はユニークなものばかり
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一般質問

保
育
園
問
題

Ｑ 

一
旦
全
て
を
白
紙
に
戻
し
一
考
を
求
め
る

Ａ 
子
ど
も
の
保
育
環
境
を
大
事
に
し
た
い

議
員
活
動
の
一
環
と
し
て
地

元
の
一
部
、
そ
の
他
保
育
園

の
保
護
者
、
町
内
の
商
工
会
、
建
設

業
協
会
、
町
長
後
援
会
、
元
議
員
、

金
融
関
係
な
ど
色
々
な
組
織
の
一
部

の
方
々
に
、
保
育
園
の
建
設
場
所
に

つ
い
て
聞
い
た
。
10
人
が
10
人
と

も
、
何
故
そ
こ
の
場
所
な
ん
だ
と
言

う
返
事
が
戻
っ
て
来
た
。

こ
れ
ま
で
に
住
民
の
意
見
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
保
育
所
職
員
、
保
護
者
、

地
元
住
民
、
地
権
者
に
十
分
な
説
明

が
あ
っ
た
の
か
。
両
園
の
保
護
者
か

ら
交
通
ア
ク
セ
ス
等
の
利
用
性
、
利

便
性
に
つ
い
て
の
評
価
が
さ
れ
た
の

か
。
新
し
い
保
育
所
を
建
設
す
る

際
、
町
の
政
策
に
ど
の
よ
う
な
立
ち

位
置
に
な
る
の
か
問
う
。

候
補
地
を
選
定
す
る
た
め
の

判
断
要
素
、
判
断
基
準
に
つ

い
て
は
、
公
平
性
、
客
観
性
を
明
確

に
す
る
た
め
、
あ
り
方
検
討
委
員
会

を
組
織
し
、
基
本
構
想
の
作
成
を
は

じ
め
、
建
設
候
補
地
の
評
価
に
携

わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
結
果
、
最
終
候

補
地
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
内
関
係
課

で
検
討
し
て
、
絞
り
込
ん
だ
３
つ
の

候
補
地
を
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
評

価
基
準
に
よ
り
採
点
し
て
も
ら
い
天

萬
地
区
が
最
も
適
し
て
い
る
と
判
断

し
た
。

　
保
育
所
職
員
等
へ
の
説
明
、
経

過
、
決
定
で
は
、
新
し
い
保
育
所
の

整
備
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
も
ら

う
よ
う
に
し
た
。
交
通
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
国
道
、
県
道

の
幹
線
に
近
く
、
保
護
者
に
と
っ
て

も
便
利
だ
と
考
え
て
い
る
。
保
育
所

整
備
は
、
人
口
増
加
、
少
子
化
解
消

の
１
つ
の
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
最
大
限
に

生
か
し
特
色
の
あ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。

建
設
予
定
の
場
所
に
建
設
費

７
億
円
を
投
資
し
保
育
所
を

建
設
し
た
と
し
て
、
色
々
な
問
題
解

決
と
な
り
う
る
か
疑
問
で
あ
る
。

　
こ
こ
は
一
旦
白
紙
に
戻
し
、
大
山

が
堂
々
と
見
え
白
鳥
が
飛
び
交
う
旧

会
見
地
域
に
建
設
し
、
そ
こ
か
ら
新

し
く
天
萬
を
中
心
と
し
た
文
教
地
域

に
生
ま
れ
変
わ
る
と
思
う
。
一
考
を

求
め
る
。確

か
に
大
山
が
見
え
白
鳥
が

飛
ん
で
る
姿
は
南
部
町
の
誇

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
ん
ぼ
の
中

に
保
育
園
し
か
な
い
、
そ
う
い
う
姿

は
い
か
が
と
思
う
。

　
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
環
境
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
一

番
に
考
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
若
い
人
た
ち
の
意
見
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
意
見
を
聞
き
た
い
。

背
景

町
長

細
田

細田元教 議員
ほそだ もとのり

細
田

町
長

？

９月

土

木

金
月
火

水

木

２

７

８
11
12

13

14

日 曜日 会議･行事
つくし・さくら保育園の保護者との意見交換会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
地方行政調査特別委員会
議会改革調査特別委員会
常任委員会
常任委員会

議会活動日誌

９月

土

木

金
月
火

水

木
金
火
水
木
金
月

火

水

木

２

７

８
11
12

13

14
15
19
20
21
22
25

26

27

28

日 曜日 会議･行事
つくし・さくら保育園の保護者との意見交換会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
地方行政調査特別委員会
議会改革調査特別委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
地方行政調査特別委員会
議会改革調査特別委員会
常任委員会
議会全員協議会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
広報常任委員会①

なんぶ議会だより　第 77号
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民性教育常任委員会民生教育常任委員会　報告　　

さくら保育園

　築43年になるさくら保育園では、廊下床の痛みをはじめ水回りやテラス屋根など経年劣化による修繕跡が見ら
れました。さらに更衣室もなく、仕切り壁にはめ込んであるガラス板は保育士が相当危険で気を使うところだと
伺いました。

　つくし保育園では、築35年とさくら保育園よりは新しいが、雨漏りの影響なのか床や柱の基礎部分の痛み、屋
根材の剝がれ、布団をしまう押し入れの痛みなど多数修繕している事がわかりました。両園ともに西部地震後の
影響がじわじわと出てきたのではと考察しています。

　両園の歴史は時代の流れとリンクしています。昭和30年代の農業は３ちゃん（おじいちゃん、おばあちゃん、
おかあちゃん）農業と言われていました。しかし、高度経済成長期の中でお母さんも家計を支える一員として働き
に出るようになり、幼児を誰がみるのかという課題の中で両園は生まれてきます。
　しかし今、子供たちも減り、園舎も老朽化し保育士の確保も難しいという時代にあって、私たちは保育園の将来
像を考えその課題に答えを出していかなくてはなりません。

　さくら保育園、つくし保育園の統合計画に関して、当委員会では園舎の老朽化を中
心に視察調査を行いました。

園長から聞きとり テラス屋根被害

つくし保育園

屋根材の補修跡 フェンスの破損

さくら保育園・つくし保育園の
園舎視察
さくら保育園・つくし保育園の
園舎視察

議会改革調査特別委員会　報告

９月２日（土）に総合福祉センター「いこい荘」で保護者の意見や思いを聴き、
議員からの質問を含め保護者の方々の声を聴くことができました。

【参加者の声】

民設民営について、町の運営でなくなるが心配ないか。
町営・民営のどちらがとは思っていない。最終的に町
が責任をもてばいい。
場所が決まってからの話はどうか。
・非常に不満だがしょうがない。
・先日の保護者会への説明会の案内文に「決定理由の
　説明」とあった。
・パブコメは受けているとあったが、どの時点で自分
　たちの意見を言えたのだろうと思う。　
議決機関の議会に臨むことは何か。
・用地選定については、０ベースから考えて欲しい。
・建設地に対してもう少し議論の場が欲しい。
・一番思うのは現場の先生の声を聞いてほしい。

【議員からの質問】
Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

皆さんの声を執行部に届けることで議会の使命を果たします。
「つくし・さくら保育園」統合に係るアンケートを実施する
こととなりました。
(対象者)町内保育園を利用する保護者（232世帯）
今後利用性の高い方（約50世帯）、その他若年層。

至 米子

至 清水川至 法勝寺

東西町
スポーツ広場
東西町
スポーツ広場

ふるさと
交流センター
ふるさと
交流センター

つくし保育園つくし保育園

さくら保育園

大安寺赤猪岩神社

南部町役場
天萬庁舎
南部町役場
天萬庁舎

建設候補地建設候補地

建設候補地

建設候補地

保護者７名、議員全員参加

・孫がつくし保育園でお世話になっている。法勝寺川氾濫の危険性があり、早く安全な場所への統合を望んでいる。
・3か所の候補地を見て が良いと思ったが、保育資源が豊富な場所も悪くない。
・統合は仕方ないが、 地点のすぐ横が土砂災害の警告地域で不安である。
・ 地点の交通アクセスが、雨や雪の時に消防署から会見側の県道が狭く危険だ。
・民営化になれば、保育士の対応は心配していないが、資金繰りを心配する。
・園児の定数が減る。定員になったとき、すみれ、ひまわりに回すとの説明であったが、ちょっとどうかなあと思った。
・建設ありきで、保育士は激務のなか働いてくれている。待遇が悪くならないよう対応していただきたい。
・議員は統合に関し初めて保護者の声を聴くというが、もっと声を聴き、議論してほしい。

「住民の声を聞く会」を開催しました。「住民の声を聞く会」を開催しました。

保育園統合に係る、つくし保育園とさくら保育園の保護者を対象としました。

B
C

C

A

B

C
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５．地域内経済の循環の活性化を図る（企画政策課）
⑴町民のお金が町内で回るようにすること。町内事業者へ仕事が発注となるシステムを構築すること。

11月１日よりタスカードを運用する。町内事業者への仕事の発注上限額を100万円から随意契約額
130万円に出来ないか商工会工業部会と協議を行っている。

回答

11．学校給食費の保護者負担（教育委員会）
⑴給食費の負担軽減を求める。多子世帯へは、一層の負担軽減を求める。

令和５年度学校給食費は小・中学校ともに値上げしたが、保護者負担は据え置き、値上げ分は町負担
とした。また、多子世帯については、引き続き国の動向をみて検討する。

回答

９．環境対策のさらなる充実（町民生活課）
⑴再エネ省エネ設備への補助拡大を求める。

2050年のゼロカーボンに向け、家庭への再エネ設備導入促進のため、令和６年度予算の補助制度の
見直し等を検討する。

⑵硬質プラスチックの回収についてCO2削減に資するよう改善してほしい。

住民負担や市町村の財政負担を考慮しながらCO2削減に向けて対応する。

回答

回答

７．ＳＤＧｓの観点から人権対策の強化を求める（教育委員会）
ミカエル・セミナー等の施策を企画・立案し、幅広く町民に広報しながら同施策を推進する。回答

８．保育園の統合・運営（子育て支援課）
現在進行中の事業。新たな建設候補地は天万。運営は伯耆の国と調整を進めている。回答

６．町道認定（建設課）
⑴町道認定の基準を改定することを求める。

（進捗）令和５年４月１日より見直す。回答

10．中学校制服の補助制度（教育委員会）
⑴令和７年度以降も補助制度を継続してほしい。

令和６年度の状況を見た上で検討する。回答

12．前立腺がん検診（健康福祉課）
⑴前立腺がん検診を健康診断の中に再度入れてほしい。

検査を希望される方にはPSA検査を受診していただく。回答

令和５年度 町政に対する要望事項への回答

１．人口減少対策（子育て支援課、建設課）
結婚支援対策を充実させ、子育て支援対策ではオムツ支援事業など新規の事業を立ち上げた。今後は
各事業の満足度を分析し、町外に情報発信をしていく。

⑴人口減少により集落維持が困難に、県道や集落間の道路の草刈り作業等が出来ない。早急に対策を求める。

この事業を実施している団体や近隣町村に聞き取りを行い、制度見直しを進める。

回答

回答

２．農業対策（産業課）
⑴生活が成り立つ農業にすること。

水田収益力強化ビジョンを策定し、水田における高収益作物への作付転換を進める。
また、麦・大豆の国産化プランを推進するため、国の産地生産基盤パワーアップ事業の活用に着手した。
農業の生産基盤強化については、担い手を中心に鳥取県事業を活用した機械導入を推進し、基盤強化
に取り組む。

⑵離農を防ぐことにより耕作放棄地をださない「汗かく農業者支援事業」の次の一手の施策を求める。
法人や集落営農組織、認定農業者等、県の補助を活用し生産効率の向上の支援をする。
また、中山間地域等直接支払交付金や多面的機能支払交付金を積極的に活用し、小規模農家維持・
支援を行う。

⑶米の買取価格が戻らない。肥料、飼料の高騰対策として、町の独自の支援策を求める。
米価の下落、肥料、飼料、燃料費等の高騰の動向等を注視し取り組みを進めている。国県等の活用で
きる補助金等や近隣市町村の状況把握など、本町で実施できる対策を進めていく。

回答

回答

回答

３．ため池の防災対策（総務課、産業課）
⑴防災重点ため池の改修整備工事を行うと受益者負担が発生する。受益者負担が厳しい。新たな対策を求める。

本町は受益者負担の負担率は低い方である。町独自に受益者負担の低減策は困難であるが、現状の受
益者負担が維持できるよう、協議を進める。

⑵現在、放置されたため池があり、水害災害等でとても危険である。存続か廃止か決定し、廃止の場合は、
　埋め立てや堤を開削して危険防止を図ることを求める。

防災重点ため池以外のため池については、平成25年度調査から時間が経過している。管理状況等を再
確認し、今後の方向性を検討する。

回答

回答

４．公共施設の整理をされたい（総務課、産業課）
⑴手つかず、投げっぱなしの公共施設が見受けられる。早急に公共施設の存続か廃止か、または地域への移
譲かなど方向性を出すこと。

利用率が低いか休止状態にある施設の休廃止を協議している。老朽化や設備の不足している施設でも
必要なものは認識している。多額の財源が必要となるものは早急に方針を決定するのは難しい。引き
続き検討する。

⑵存続を決めた施設は、適正な修繕等を実施し、安全に使用できるようにすること。
当初予算で計上済みのところは、修繕の必要が発生した場合は早急に行う。そうでない場合は、予算
流用及び予備費の活用を行って対処する。

回答

回答

町政に対する要望事項



　
今
回
の
９
月
議
会
号
に
町
政
要
望

の
途
中
経
過
と
一
部
結
果
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
南
部
町
議
会
が
南
部
町
に
対
し
て

提
出
す
る
町
政
要
望
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
お
お
む
ね
次
の
通
り
で
す
。

　
町
に
対
し
て
議
会
と
し
て
提
出
す

る
町
政
要
望
の
取
り
纏
め
を
12
月
議

会
で
行
い
、
１
月
に
要
望
し
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
12
月
議
会
号
に

掲
載
し
ま
す
。
町
か
ら
の
最
初
の
回

答
は
２
月
に
あ
り
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
３
月
議
会
号
と

６
月
議
会
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
そ
し
て
９
月
議
会
だ
よ
り
に
結
果

と
途
中
経
過
を
掲
載
し
ま
す
。

　
12
月
議
会
で
次
の
町
政
要
望
の
取

り
纏
め
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

　    

（
加
藤
）

【
訂
正
】

76
号
３
ペ
ー
ジ
　
発
議
案
13
号

米
澤
議
員
は
反
対
と
な
っ
て
い
ま
す

が
賛
成
の
間
違
い
で
す
。
訂
正
い
た

し
ま
す
。

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　
　
　加
藤

　
　学

　副
委
員
長

　
　
　﨏
田

　光
雄

　委

　員

　
　
　
　景
山

　
　浩

　
　
　
　
　
　
　
　板
井

　
　隆

　
　
　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　

　
　
　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　
　
　仲
田

　司
朗

　
　
　
　
　
　
　
　荊
尾

　芳
之

天
空
の
村
出
現
!?
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▲ツリーハウスから見た火まつり（８月４日）

　
学
校
や
社
会
に
馴
染
め
な
い
と
感
じ
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
人

は
全
国
で
約
１
１
５
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
い
く
ら
の
郷
」
を
訪
問
し
た
私
た
ち
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

薪
材
に
大
き
な
斧
を
打
ち
込
む
若
者
た
ち
で
し
た
。

　
高
く
積
ま
れ
た
薪
の
山
、
ほ
と
ば
し
る
汗
、
す
っ
か
り
日
に
焼
け
た
顔
。

「
こ
こ
を
訪
れ
る
若
者
た
ち
は
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
自
然
の
中
で
ハ

チ
ミ
ツ
作
り
や
農
林
業
体
験
を
通
じ
て
、
乾
い
た
ス
ポ
ン
ジ
が
水
を
吸
収

す
る
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
、
そ
う
語
る
の

は
所
長
の
坂
本
昭
文
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
夏
、
若
者
た
ち
と
地
域
の

人
々
と
共
に
つ
く
り
上
げ
た
「
火
ま

つ
り
」
は
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
世
界

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
空

に
浮
か
ぶ
「
天
空
の
村
」
力
強
く
も

美
し
い
炎
は
満
た
さ
れ
よ
う
と
す
る

若
者
た
ち
の
魂
の
よ
う
で
あ
る
。

南
部
町
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
か

お
問
合
せ
先

い
く
ら
の
郷

T
E
L 

０
８
５
９

－

３
９

－

６
６
５
５

南
部
町
下
中
谷
１
５
２
８
（
入
蔵
）

いくらの郷
ブログを見ての

薪割作業


